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１．はじめに  

 河川流域には多くの植生と樹木が存在している．河

道内の植生は流水抵抗の働きをし，洪水時の水位上昇

を引き起こす．河道周辺の樹木は洪水時に発生する河

岸の崩壊により流木化し，河道内を流下する．これによ

り植生による水位上昇が生じる．その結果，氾濫水とと

もに流木が市街地に流入し，人命や家屋に被害が生じ

るおそれがあるため，適切な河川整備が必要である．既

往研究 1)では植生に関する洪水時の検討や，洪水時の流

木の挙動に関する研究が行われてきたが，植生と流木

が相互作用した際の洪水時の検討については行われて

いない． 
 本研究では水理模型実験を行い，植生の密度と流木

長による水位上昇量について検討した． 
２．研究対象  

 本研究では，2022 年 8 月に発生した記録的大雨によ

り氾濫した五城目町の内川川や富津内川のような中小

河川を対象にする．馬場目川圏域河川整備計画 2)より馬

場目川圏域中流部である富津内川合流点の川幅が

30~50 m である．よって，川幅 30 m の河川を想定し，

縮尺を 1/100 として実験を行う． 

３．実験方法  

 実験は直線矩形開水路に植生モデルを設置し，流木

の模型を水路の一方の端から投入して行った．植生は

剛体な植生を模擬するため真鍮を用い，直径 6 mm 高さ

50 mm とした．密生度は 2 種類とし，高密生度（50 mm

間隔 25 本）と低密生度（100 mm 間隔 9 本）とした． 
 実験で用いる流木の材質は秋田県に広く分布してい

る杉を用い，想定する流木の長さを 20 m，15 m，10 m

とする．縮尺 1/100 より，流木の模型を 200 mm, 150 mm, 

100 mm とした．流木の比重は，湿潤状態では 0.81~0.88

であった．杉の直径は実スケールにおいて 0.5 m と想定

し，模型流木直径は 5 mm とした． 

 実験方法として，流量を 0.0083 m3/s，0.0056 m3/s，

0.0028 m3/s の 3 通り流して行う．それぞれの流量の特

徴として，馬場目川の計画高水流量を基準に，「洪水流

量」と「平水流量」と「低水流量」の 3 パターンである．

秋田県の荒川に流入した杉流木数 3)より本数を算出し，

流木モデルを植生層のおよそ 0.8 m 上流から流木長別

に 40 本流下させた．上流から流木モデルを流下させ，

カメラを用いて流木が堆積する様子を記録した．流木

は 1 秒におよそ 3 本ずつ投入した．流木の堆積状況は，

流木堆積率で評価した．流木堆積率は式(1)で表される． 

 流木が堆積した際の水位を計測し，水位の変化を水

位上昇率で評価した．水位上昇率は式(2)で表される． 

 計測した箇所を図-1 に示す．高密生度は各列 5 点，

低密生度は各列 3 点計測した．列毎の水位を平均し高

密生度は 6列，低密生度は 4列，一定間隔で算出した． 
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図-1 計測箇所 
（左：高密生度，右：低密生度） 
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４．実験結果  

 流木の挙動を植生層上部から撮影したものを図-2 に

示す．写真は結果が顕著に見られた流量 0.0056 m3/s 時

の 100 mm の流木モデルの様子であるが，他の流量時も

同じような挙動を示した．高密生度の場合，流木長に関

わらず流木モデルの多くが 1 列目の植生モデルに堆積

した．一方，低密生度の場合は流木長の短い 100 mm の

流木モデルの多くが植生層を通過し，堆積しなかった． 
 流木長と流木堆積率の関係を図-3 に示す．流木長が

長いほど流木堆積率が高いことが読み取れる．図は流

量 0.0056 m3/s 時の様子であるが，他の流量時も同じよ

うな傾向であった．流木長が長いほど密生度に関わら

ず堆積率が高く，流木長が短いと植生層を通過し，堆積

率が低くなることが確認された． 
 各流木長における水位上昇率を図-4 に示す．どの流

量時も高密生度は流木長にかかわらず，1列目に大幅な

水位上昇があり，3 列目以降の変化は見られなかった．

低密生度は 100 mmの流木モデルは多くが植生層を通過

して流下したため，大きな水位変化は見られなかった．

0.0083 m3/s は水位が植生の高さよりも高くなるため，流

木モデルの堆積位置が植生層全体に広がるためと推測

される． 

５．おわりに  

 本研究では，植生の密度と流木長による水位上昇量

について検討を行った．流木長が長いほど密生度に関

わらず水位が上昇することが確認された．しかし，洪水

時は全体的に水位が上昇するため平常時に比べて変化

量は小さくなった．また，洪水時は密生度よりも流木長

の影響を大きく受け，流木長が長いほど流木は複雑に

堆積するため，水位の変化も複雑であった． 
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図-2 流木モデル堆積時の様子 
（左：高密生度，右：低密生度） 

図-3 0.0056 m3/s 時の流木長と流木堆積率の関係 
（上：高密生度，下：低密生度） 

図-4 0.0056 m3/s 時の各流木長の水位上昇率 
（上：高密生度，下：低密生度） 

(Ⅰ) High-Vegetation density 

(Ⅱ) Low-Vegetation density 

(Ⅰ) High-Vegetation density 

(Ⅱ) Low-Vegetation density 

Flow Flow 

土木学会東北支部技術研究発表会（令和4年度）


